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令和元年度 第 2 回瑞浪市学校給食センター運営委員会 会議録 

開催日時：令和 2 年 2 月 13 日 13：00～13:50 

開催場所：瑞浪市学校給食センター 

【会議録】 

会議の成立 

 委員総数 9 名、出席者 7 名  運営委員会規則第 6 条第 2 項の規定により、会議は成立。 

  出席委員：山田幸男、藤井雅明、伊藤慶和、土屋佳津子、長江美香、佐々木貴浩、南波昇 

  欠席委員：豊田桃三、山田秀樹 

会議の公開 

 傍聴者なし 

次第に従い運営委員会進行 

１ 委員長あいさつ 

２ 議事 第 1 号議案 学校給食食材納入業者の認定について 

 事務局：「学校給食食材納入業者の認定について」を説明 

 ・質疑 

質問：地産地消ということで「日吉みそ」を使っているが、この表では、どの業者から仕入れ

ているか。 

回答：土岐市の「大竹醤油」から購入している。原料の大豆が日吉産であるので、地産地消の

中に入っている。 

質問：「きなぁた」はどのようか。 

回答：「きなぁた」の名称は、「みずなみアグリ(株)」であり、主に瑞浪ボーノポークを仕入れ

ている。店頭では野菜を販売しているが、販売している量が少ないため、野菜などは仕

入れていない。 

・認定 

   委員からの「異議なし。」の発言があり、「学校給食食材納入業者の認定について」は、認定さ

れた。 

３ 協議事項 

資料に沿い事務局が (1)、(2)を、説明、質疑を受ける。 

 (1) 令和 2 年度給食センターの施策と主な取組、及び事業について 

  質問：2 年度のふれあい給食について 

回答：2 年度の実施校は、瑞浪小学校を予定しているが、人数もクラス数も多く、どのような方

法が良いか、瑞浪小学校の担当教諭と打ち合わせをしたいと思っています。 

過去に瑞浪小学校で実施した時は、生産者農家だけではなく、広く学校給食関係者を集

め、実施することができました。 

質問：委託業者との契約について 

回答：配送業者と調理等委託業者は、2 年度で契約満了となる。3 年度から配送業務及び調理等

委託業務がスムーズに遂行できるように 2 年度中に現在の両委託内容を精査し、新たな

委託内容を決定し、入札により委託業者を決定します。 

質問：最近、配送業務で食器のコンテナが倒れるという事故と聞いたが、どのような状況か。 

回答：配送コンテナが倒れ、食器が多く破損する事故が 2 件ありました。いずれも、最近、配
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送委託業者に入社した方が関わっていた事故であり、仕事が不慣れだったのが原因であ

ると考えられている。今まではこのような事故は年に 1 度あるか、ないかでしたが、本

年度は 2 回続けて事故が起きたので、配送委託業者から、原因や対策が記載された報告

書を提出していただいた。 

 (2) 令和 2 年度給食内容・給食指導及び食に関する指導方針について 

  質問：食物アレルギーについてご配慮いただき感謝しています。最近、キウイフルーツやピー

ナッツなどのアレルギーを持つ子どもが増えているが、考慮していただけるとありがた

いです。 

回答：まずは、キウイフルーツは、かつて県内のキウイフルーツの産地であるある洞戸村から、

仕入れることができなくなった時から、ここ数年使用をしていない。また、キウイフル

ーツの代替品となる果物は、多くあるので、使用していなくても困らない。 

   ピーナッツは、和え物や市販の食材として使う加工品の中に入っていたり、郷土料理の

五平餅にも使われていたりしています。キウイフルーツのように代替品が見つかれば良

いが、使わなくなった場合、献立種類の減少、今まで食べられていたものが、食べられな

くなる等の影響が考えられるので、すぐに使用をやめることはできない。 

質問（提案）：今度の学校保健会から、新しいアレルギー食物のガイドラインが記載されている

冊子が出るので、アレルギー対策の参考になるのではないかと思います。 

回答：ピーナッツに限らず、アレルギーを引き起こす食べ物については、栄養価やその他の影

響を考慮しながら、どのようにしたら良いか考えたいと思います。 

４ 報告事項 

 令和 2 年度予算見積について 

  （質問なし） 

 

５ その他 

 ・救給カレーの使用状況を説明 

 ・前回の委員会での質問「牛乳の代替品で豆乳を使えるか。」について、価格、配送、保管方法等

で困難であることを説明 

  

【委員さんからのご意見】 

・私の子もグレープフルーツにアレルギーを持っています。アレルギーを発症する食物に制限を

かけてしまえば、関係ない子が、食べることができなくなり、それはそれで問題があります。 

子供たちが小さなときは、親をはじめ学校などが注意する必要があると思います、しかし、あ

る程度大きくなれば、自分自身に自覚させることが大切であると思います。今後も、給食セン

ター、学校、教師、保護者が、お互いにしっかりと連絡を取り合えるようにしていただけれ

ば、と思います。 

 

終了：13 時 50 分 


